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ず，分娩後 3例が S．C．し た．
一

方両者陰性群 5例 中 3

例が妊娠中 eAg 陽性 と な つ た が，　 eAg 価 （CO ．1．） は

2．4以下 で あつ た．分娩後，
こ の 3例 中 2例が両者陰性

に ，1例 が eAb に な つ た ．他の 2例 に つ い て は 妊娠中

変化 は み られず，分娩後 1例が eAb に S．C．した．　eAb

群11例 中，妊娠中 に 1例 reverse し 2例が （一）となつ

た．こ の reverse した例 は，分娩後 （一）とな り， ← ）

と なつ た 2例は eAb とな つ た．肝機能をみ る と，妊娠

中 GPT が 100以上 に 上昇 した 症例 は
，
　eAg 群中 9 例 に

み られ い ずれ も分娩後 GPT の 上昇がみ られ た．（
一
）

群， eAb 群に は
， 肝機能異常は認め られ な か つ た．

　独創点 ：わ れわ れ は ，分娩 時 HBeAg 陽性者が，分

娩後高率に GPT の 上昇を示 し
，
　 S．C．を お こ す例が あ

る こ とを報告し て ぎた が，こ れ らの S℃．例 は妊娠前

（
一）群，eAb 群が妊娠中oc　reverse した だけで ，分娩

後もとに戻つ ただけ とも考え られ る，そこ で 今回 は
，

妊娠前 よ り追跡し，妊娠中の reverse 例 もあ る が，妊娠

分娩に よ り， 慢性肝炎に 近 い 状態 に ある eAg 　 carrier

の S．C．が引き起 こ さ れ る こ とを明らか に し た 。

　質問　　　　　 （福岡 ・浜 の 町病院）荒川　公秀

　 e 抗原 ・抗体 と もに 陰性例が e 抗原陽性 に な る例が

ある とすれば ， 両者陰性 の ケ
ー

ス に 児へ の 感染防禦措

置は とつ て お られ ますか．

　 質問　　　　　　　　　　 （東京大）川名　　尚

　 HBe 抗体が HBeAg に 変 つ た 例 ｝t　blockは ど うす

る の か ．

130．妊娠が HB ウイル ス キ ャ リアーに及ぼ す影響

　　　 （長崎市 立 市 民病院）

　　　　　　　　　　　　 田川　博之 ， 鈴木　公雄

　　　　　　　　　　　　牛丸 　敬祥 ， 楠田　展子

　 目的 ：妊娠が HBV キ ャ リ ァ
ー

の 肝機能や HB 抗

原 ・抗体系 に 影響を及ぼす か ど うかを検討し た．

　方法 ：当院で 分娩 し た HBV キ ャ リ ア ー269例 を対

象 とし ， 妊娠。産褥期に HBs 抗原 （R−PHA 法），　 e 抗

原 ・ 抗体 CMO 法 and ／or 　RIA 法）を測定 し ， 肝機能

を GOT ，
　GPT に て screening した ．

　 成績 ：妊娠 。産褥期 の 肝機能 （GOT ，　GPT ）異常例

の 頻度は ，
e 抗原陽性群 143例 で は妊娠時16．2％ ， 産褥

1 ヵ 月43．e％，　 e 抗原 ・抗体陰性群46例で は ， そ れぞ

れ 11．6％ ，
25．6％，e 抗体陽性群80例 で は 4．1％，22．9％

で あ り， e 抗原陽性群 に 高 く，ま た い ず れ の 群で も産

褥 1 ヵ 月 に 高頻度で あ っ た ．妊娠 ・産褥期 の GOT ，

GPT 変動パ タ
ーソ を 4型 に分けた ．1型は 妊娠産褥を

通 して 正常な もの ，II型は産褥期 に 肝炎を発症す る も

の ，III型は 妊娠が進む に つ れ て 正常化 し， 産褥期 に

rebound する もの ，　 IV型 は産褥期 に 正常化する もの と

した． e 抗原陽性群で は 1型59．3％ ，
　 II型20．4％，皿

型 14．8％，IV型5．6％で あ り，
　 e 抗原 ・抗体陰性群で は ，

それぞれ 78．6％ ，
7，1％，

14．3％，0 ％，e 抗体陽性群

で は 89，5％，10．5％ ， 0 ％ ， O％ で あつ た．産褥期に

悪化す る例 は
， 産褥 1 〜2 ヵ 月が ピ ー

ク で， 3 ヵ 月以

後は軽快す る例 が多か つ た ． e 抗原陽性妊婦 の 分娩例

で 次 回 妊娠 ま で 追跡 し た 28例 を検討する と，産褥 に 正

常 で あつ た 12例 は全例次回 妊娠時に も肝機能は 正常で

あり， e 抗原 も陽性 の ままで あつ た．一方産褥期に肝

機能が悪化 した 16例 で は，次回妊娠時に e 抗体 へ ser ・

oconversion した 2例 と e 抗原消失をきた し た 7例 を

認め
，

こ れ らの 例 で は 次回妊娠時 に 肝機能が正常に 経

過する例が多か つ た ．

　妊娠・産褥期 の GOT
，
　GPT の 変動や ，

　 e 抗原 の ser・

oconversion ，　seronegative な どの 現象 に は妊娠中に

増加す る corticoids が関与し て い る と推察される．

　質問　　　　　 （名古屋市大 ・内科）溝上　雅史

　   出産後 GPT 上昇例で 児へ の 感染例はあ るか．

　   産褥以後 の followは ど うし て い る か．

　回答　　　　　（長崎市立市民病院）田 川　博之

　産褥時肝機能悪化例は 内科 に 紹介 し て 追跡し て い る

が，現在の と こ ろ 劇症肝炎を起し た 例 は な い ．

131。新生児 。乳幼児 の HB 　vaccine に 対 す る 免疫応

答能に関す る研究

　　　 （千葉大）

　　　　　　伊地知幹雄 ， 稲葉　憲之，大川　玲子

　　　　　　深 沢　一雄，小堀　恒雄，高見沢裕吉

　 目的 ：HB 　virus 母児間感染に よる carrier 化予防

の た め HBIG ・HB 　vaccine の 併用療法 が広 く用 い られ

て い るが vaccine に よ る能動免疫獲得 時期は 受動免疫

に よ る HBsAb と区別が つ か な い た め 厳 密に 判定す る

の は 困難で ある．今回我 々 は 児 carrier 化 の 恐れ の な

い HBeAg −negative 　carrier 婦人 よ り出生 し た 新 生

児 ・乳幼児に 対 し vaccine を投与 し新生児 ・ 乳幼児 の

免疫応答能並び に抗体獲得時期 に つ い て検討 した ．

　 方法 ：HBeAg ・negative 　 carrier 婦 人 よ り出生 し

HBsAg ／Ab ・negative の 新生 児 6 例 ， 乳 幼 児 7 例 に

vaccine を 2 回 投与 し た。　 vaccine 初回投与 （V ，）時期

は 月齢 0 〜1 ヵ 月 （O〜IM ） 6例，2M
，
4M 各 々 1例 ，

12〜18M 　5例 で ある，ま た HBcAb 力価 の 経時的増減

に よ り HBvirus感染 の 有無を検索 した ．

　 成績 ：V ，を 0．1M に 投与 した 6例 中 5例 （83．3％）が
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